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学会活動の 回顧 と展望

な ど疑問 の 残る報告が少な くな い ．

　本部会は，正 しい 構造観察 と成果を発表で きる方法

に つ い て の 意 見や情報交換 を図る場 で あ り，正 しい 構

造観察の方法 を広め る使命を もつ と考 えて い る ．今後

も顕微鏡 の 実技実習を部会事業に含め る必要が ある ．

　食品組織学研究の ために，会員お よび協力者 を募 っ

て い る．

家 政 教 育 部 会

部会長 中 間 美 砂 子

　 1，は じめ に

　本部会の発足時か ら の流れ を大 きく分 けて み る と，

次 の 4 期 に 分 け る こ と が 出来 る ．依頼 され た 1998 年

か ら 2007年の 10年間は，ほぼ こ の 区分 の時期 に 当た

り，家政教育研究委員会 （1996年発 足）が，家政教

育部会へ と発展する （2003年）重要な局面を含 む時

期にあた る ．そ こ で ，こ の 区分 に従 っ て，本部会の歩

み の 概略 に つ い て 述べ て い くこ ととする ．

　第 1期　1996〜1999年 （委員長 　藤枝 悳子 ）

　第 2 期　1999〜2003年 （委員長 　高部和子 ）

　第 3 期　2003〜2007年 （部会長　内藤 道子）

　第 4 期　2007年〜現在 （部会長　中間美砂子）

　2．第 1 期 （1996 〜1999 年）

　発足 当時か ら，プ ロ ジ ェ ク トと し て ，A 「大学 に お

ける家 政教育の 現 状」，B 「中学 ・高等学校教員 の 望

む家政教 育」，C 「衣 に 関す る ホ
ー

ム ペ ー
ジ の 活 用」

の 三 つ を立 ち上げ，研究を進め て きた．そ の概要を以

下 に 述 べ る ．

　 ● プ ロ ジ ェ ク ト A で は，「国公私立大学に対す る
一

般教育科 目の 開設状況お よ び意識調査 」を実施 し，そ

の 結果 を日本 家政 学会第 50回大 会 （1998．5＞で 「大

学に おけ る家政教育 の 現状 と課題」 と して 口 頭発表を

行 っ た （発 表者　鈴木真由子ほか）．

　 ● プ ロ ジ ェ ク トB で は，中 ・高等学校 家庭科教員

を対象と した 実態調査を実施 した．

　 ● プ ロ ジ ェ ク ト C で は ，家政学 会 の ホ ーム ペ ージ

に 「衣 に 関する ホ ーム ペ ージ」を登録す る た め ，そ の

原案作 成 につ い て の 検討 を行 っ た，

　 3．第 2 期 （1999 〜2003 年）

　前期 と同様 の プ U ジ ェ ク トに つ い て の 研 究 を進め た，

そ の 概要 は 以 下 の と お りで あ る．

　 ● プ ロ ジ ェ ク ト A に つ い て は ，第 1期 で 行 っ た 調

査結果が 「大学に お け る家政 教育の 現 状と 課題 〜一
般

教育 と して の 開設 の 叮能性 と教員養成学部 にお ける新

展 開〜」 と し て ，「日本家政学会誌』 に掲載 され た

（日本家政 学会誌 ・資料 ：Vol．　50　No．4pp ．395−405，

1999．4，鈴木真由子，飯「［1範子，岡部道子，加地芳子，

佐藤文1 ，清水歌子，田中恒子 ， 野 田文子，藤枝悳子）．

さ らに詳細 に つ い て ，報告書 「大学 に おける家政 教育

の現状 と課題 ・調査報告」 として ま とめた （口本家政

学会家政教育研究小委員会，1999，11）．

　 O プ ロ ジ ェ ク ト B に つ い て は，第 工期 で行 っ た調

査結果 を， 日本家政学会第 51 回大会 （1999．5） で

「教 育現場 に お ける家 政教 育 の 現 状 と 課題 」 と して 口

頭発表 を行っ た （発 表者　室 　雅子 ほか，1999．5）．

　以上 の プ ロ ジェ ク トは，それぞれ，
．一
応 の 成果 を得

て ，発表する こ とが で きた ため ，こ れ らを基盤 として，

2002年度に 向け て ，新た に ，プ ロ ジ ェ ク ト A 「家政

学者 の 社 会貢献 に 関す る調査研 究」，
プ ロ ジ ェ ク ト B

「特色あ る大学教育」，プ ロ ジ ェ ク ト C 「大学 にお ける

一
般教育 の シ ラ バ ス 収集 ・分析」の 三 つ の プ ロ ジ ェ ク

トを発足 させ た．

　4．第 3 期 （2003 〜2007 年）

　● プ m ジ ェ ク ト A ・C に つ い て は
， 調査結果 の 中間

報告 書 「「家政 学 にお ける社 会 的活動」 に関す る調査

結果」 と して まとめ た （家政学者 の 社会貢献に関す る

調査研究プ ロ ジ ェ ク ト 2003．11），次 い で ，そ の 結果

を，国際家政学会第 20 回大会 （京都，2004．8）に お

い て ，　
“
How 　members 　Ldentify　their　contribution 　to

society ：survey 　of　the　Japan　society 　of　home 　econom −

ics　members
”

と して 発 表 した （IFHE 　Kyoto　poster−

session ，　A ．　Yamaguchi ，　M ．　Suzuki，　F．　Noda ，　M ，　Yoshii，

M ．Muro ，　NJiida，　A ．　Kuramoto 　and 　M ．　Naito，2004．8），

あわせ て ，同時開催の 日本家政 学会第 56 回大会に お

い て，「家政学者 の 社会貢献 に 関す る研究 （第 2 報）一

家政学会 員 の 社会 的活動の 実態」を発表し （ポ ス ター

発表，吉 井美奈子 ほか，2004．8＞，「大 学に おけ る家政

教育 カ リ キ ュ ラ ム の 現状 と展望一日本家 政学会 員へ の

調査 を手がか りとして
一

」を発表 した （ポ ス タ
ー

発表，

飯 田範子 ほか，2004．8）
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日本家政 学会誌　Vol．60　No．3 〔2009）

　●プ ロ ジ ェ ク トB 「特色 あ る大学教育」に つ い て は，

大学 で特色 ある授業を展開し て い る方か ら，そ の 概要

を、部会研究会 で 紹介 し て い た だ き （部会員お よ び 部

会員外）そ れ に つ い て の 討議 を行 っ た （2003，2004，

2005）．

　● 家 政 学 原 論 部 会 と の 合 同 セ ミ ナ
ー

を 開催 した

（2005．8）．そ こ で は，まず ，Virginia　B 　Vincenti氏

（ア メ リ カ家族 ・消費者科学会前会長，ワ イ オ ミ ン グ

大学教授）に よ る 「ShouLd　We 　Do　to　Strength　Home
Economics もFuture　Contributions　to　Society？家政学

の 社会貢献を強化す る ため に，私たちは何 をすべ きか ？」

と題す る基調講演 が行われた ，次 い で ，「家政学 の 杜

会貢献一教育 を通 し て考 え る一」 と題する パ ネ ル デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン が 行わ れ ，本部会か らもパ ネラ
ーとして

参加 した （鈴木真由子，111口 厚子，2005 ．8）．

　 ● ア メ リ カ 家政 学 の 実態 に関す る研究 と して ，FLE

の 有資格 者山下 い つ み氏に よ り，「ア メ リ カ合衆国に

おけ る Family　Life　Education」 と題 し て ア メ リ カ で

の FLE の 実態の 紹介を して い た だ い た （2006，2）．

　
．一方，前 述 の Vincenti氏 の 講 演 ，交 流会等 か ら収

集 した ア メ リ カ の 家政学実態を報告書 「家政学の 社会

貢献に 関する調査一 ア メ リ カ家政学の実態調査」 と し

て まとめ た （平成 17年度科学研究費補助金基盤研究 ・

研究成果報告書 ，代表　倉元綾子　 2006．3），

　 ■ 4 部 会合 同企 画 「若者は今一
ニ

ー
ト，フ リ

ータ ー

問題 と 地域経 済」が行わ れ た （日本家政学会 第 57 回

大会 ，2006．5）．本部会か らは，パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン 「若者の 包括 的生活攴援 と家政学」に パ ネ ラ
ー

の ひ

と りと し て参加 し た （木村範子，2006．5）．

　●第 3 期巾央教育審議会教育課程部会 の 審議 の 状 況

の 公表 に対 して ，「家庭科教育に関す る意見書」 を部

会長名 で ，文部 科学省 初等教 育局長及び同局関係各位，

大臣官房審議官各位あ て に提出 した （2007．5）．

　5．第 4 期 （2007 年〜現在）

　従来，い くつ か の プ ロ ジ ェ ク トを立 ち上 げ，研究を

続け て きたが，結果的 に 「家政学 の 社会貢献」 とい う

方向に収斂 され るようにな っ て きた．そ こ で ，第 4 期

で は ，こ の 「家政学の 社 会貢献」を さ ら に 具体化する

た め 「家族生 活ア ドバ イ ザー」 に つ い て の プ ロ ジ ェ ク

トを立 ち 上 げる こ とと し た．

　● プ ロ ジ ェ ク ト 「家族生 活 ア ドバ イ ザ
ー

（仮称）資

格 に関す る研 究」 で は，まず，大学生 を対象 に 「家族

生 活 ア ドバ イザ
ー資格の ニ

ーズ調査」 を実施 し た，そ

の 結果 をま と めた もの が ，「日本 に お ける家族 を め ぐ

る教育に対する ニ ーズー
家政学が 関わ る家族を め ぐる

教 育導入 の た め の 基礎的研究
一

」 と して 『家 政学 原論

研 究』誌 に掲載 され た （家 政学原 論研 究 No，42，2008．

5，倉元綾子，鈴木真 由子 ，止保正 惠，山 ドい つ み，

山口厚子，木村範子 T 中間美砂子）．

　
一

方，台湾で の FLE に 関する調査 を行 い ，そ の 結

果 をまとめた もの が，「台湾に おける 「家庭教育」〜日

本 の 家政学が家族 に 貞献す る た め の 基礎 的研 究」 と し

て 「家政学原 論研 究』誌 に掲載 され た （家政学原論研

究 No，42，2008．5，正保止惠，山下 い つ み，倉元綾子，

山 口厚子，鈴木真由了
・
，木村 範子，中間美砂子），

　 そ の後，部会として の 取 り組 み へ の 意思 を固め る た

表 1，「家族生活 ア ドバ イザ
ー

」資格所得 の ため の 講座案

IH

皿

WV

WW

皿

ア ドバ イ ザー
の 役割

社会 の な か の 家族

人 間 の 成 長 と発 達

人 問 の 性

親 となる こ と

子 ど もの 教育 1

子 ど もの 教 育 H

高 齢 者 ・障 害者

対 人 関係

家族資源の 管理 1

家 族 資源 の 管 理 ll

家族資源 の 管 理 皿

家族 と法 ・政 策

メ ソ ドロ ジー，相談 ス キ ル

変化す る 家族構造，ワ
ーク ラ イ フ バ ラ ン ス

ラ イ フ コ ース ，各ラ イ フ ス テージの 課題

セ ッ ク ス ，ジ z ン ダー，結 婚 ・夫 婦，DV

親 と して の 役割，児童虐待，血 縁 で な い 親子

乳幼児期 の 子 ど もの 実態 と家庭教育

学童 ・青 少年期 の 了 ど もの 実 態 と家 庭 教 育

ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ と ウエ ル ビ
ー

イ ン グ，高齢者 ・障 害者 虐待

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ス キ ル

牛 活時間の 管理

金 銭 の 管 理

生 活ス キ ル の 開発

家族 と法 ・政 策，生 活保障 と法 ・政策 ， 消賢 生 活 と法 ・政 策

X 　今後の 課題 とすすめ 方
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学会活動 の 回顧 と展 望

め，部会 員全員 に対 して ，本資格 の 具体化 に関する意

識に つ い て の ア ン ケ ー ト調査 を行 っ た．そ の結果，共

通理解を得る こ とが で き，更に，本研究 へ 意欲的に取

り組む き っ かけとな っ た．

　具 体化 に当た っ て ，現在 ，各県，各市町村お よび

NPO 等 に よ る各種相談機関 の 実態調査 を行 っ た．ヒで ，

パ イロ ッ ト講座 の 内容，方法 の 検討 を行 っ て い る と こ

ろ で ある．現在検討中の 「家族生活ア ドバ イザー」資

格取得 の ため の パ イ ロ ッ ト講座 の 案 を表 ユ にあげる．

　本講座案の 作成 に当た っ て は，以下 の ア メ リカ の 資

料等 を各自分担 して 翻訳 し．参考 として い る ．
・NCFR 『Family　Life　Education：Teacher ’

s　Kit　1994

　SupPlement』（1994）
・NCFR 『Lesson　Plans　for　Family　Life　Education』

　（1999）
・NCFR 「Family 　Life　Education ：Integrating　Theory

　 and 　Practice』（2003）
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